
462

'泌尿器科6巻6号

、 昭和35年6月

腎 肉 腫 の1例

大阪大学医学部泌尿器科教室(主 任 楠 隆光教授)

助 手 磯 部 泰 行

             Renal Sarcoma : A Report of the Case 

                          Yasuyuki  Isom 

         From the Department of Urology, Osaka University Medical School 

                        (Director Prof. Dr. T. Kusunoki) 

   A case of renal sarcoma was recently experienced in our clinic. The patient was a 
74-year-old female complaining of a palpable mass in her right hypochondrium. 

   It is interesting that the history of the present illness has covered 10 years. 

   Discussion is made on several aspects of the renal sarcoma.

結 言

腎腫瘍 の中で も肉腫は比較的めず らしい疾 患

である.我 々の教室 では,最 近74才 の高令者 に

発生 した腎肉腫 の1例 を経験 した.

この症例 は昭和32年1月 以降,我 々の教室 に

於 ける第1例 であ ると共 に,そ の発病以来10年

と云 う悪性腫瘍 として比較的長い経過 をとつた

点で も興味深 い.私 はこの1例 を報告す ると共

に,本 邦 に於 け る1905年 か ら1959年 ま での間の

腎肉腫59の 報告例 につ いて,文 献的考察を試 み

る.

症 例

望月某:74才,家 婦.

初診:昭 和34年7月10日.

入院:昭 和34年7月22日.

家族歴及び既往歴:特 記すべきことはない.

主訴:右 側腹部の腫瘤 と微熱.

現病歴:約10年 位前より,右 側腹部の腫瘤に気がっ

いていたが,そ のまま放置していた.約5年 位前に,

右下腿部に浮腫が現れ某医により脚気と云われ,ビ タ

ミン剤の投与を受けた。その後10年 間,腫 瘤の増大及

び右側腹部の痺痛に気がつかぬまま経過した.

最近,37.5。C位 の微熱が続き,体 動時に,限 局性の

軽い鈍痛を右側腹部に感ずるようになり,腫 瘤も増大

してきたので昭和34年7月10日 当科を受診した.尚,

全 経過 を通 じて,肉 眼 的 血 尿 を 見た こ とは なか っ た.

現症:体 格 中 等度,栄 養 稽 々不 良,胸 腹 部 の理学 的

所 見は 正 常.血 圧150～90mmHg.血 沈 値1時 間

82mm,2時 間 梅121mm,梅 毒 血 清 反応(一)血 液

像:赤 血 球432万,白 血 球6300,血 色 素(ザ ー リー)

84%,白 血 球 百分 率:好 中球 桿 状 核6%,好 中球 分葉

核50%,好 酸 球1%,好 塩基 球0%,液 巴球39%,単

球4%,血 液化 学 所 見:NPN39mg/d1,P4.8rng/dl'

Ca8.8mg/dl,CIllOmEq/L,血 清蛋 白 量7.8gm/d1・

血 清 フォ ス フ ァ ターゼ値 はpH4.5及 びpH6.8共 に

0.3Bodansky単 位,ア ル ヵ リ性 でL4Bodansky

単位

泌尿 器 科 的所 見 ・背 位 で右 側腹 部 に 軽 い膨 隆 が あ る

が,腹 壁 の静脈 怒 張 は な か っ た.触 診 す る と,右 腎 は

右 季 肋 部 か ら右 下腹 部 に か け て,小 児 頭大 の腫 瘤 と し

て触 れ た.し か し,呼 吸性 移 動 が あ り,表 面 は平 滑 で,

そ の下 端 部は 周 囲 か ら鋭 的に 境 され,圧 痛 は な い.

尿 所 見:黄 褐 色,殆 ん ど透 明,比 重 は1,020,反 応

は 酸 性 で,蛋 白は 陰 性,糖 も陰 性,ウ ロ ビ リ ノー ゲ ン

正 常.沈 渣 では 赤 血 球(+),白 血球(一),上 皮

(+),細 菌(一)

膀胱 鏡 所 見:容 量300cc以 上,粘 膜 及 び 尿管 口の

形 態 は正 常,尿 管 口の蠕 動 は 良 好 で,青 排 泄 は,左 は

3'50"→5「 で あ るの に 対 して ,右 は4t40rtで 始 るが

濃 染 しな い.

尿 路 レ線 像所 見:単 純撮 影 像 では 右 腎 部 に石 灰 化 を

思 わ しめ る斑 点状 の陰 影 を 認 め る(第1図)排 泄 性
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腎孟 レ線像では左側は全く正常であるのに,右 側のそ

れは細い線状の陰影として第4腰 椎の右側に認められ

る(第2図)逆 行性腎孟 レ線像兼後腹膜腔気体レ線

像では,極 めて明確な右腎下半の腫大が認め られ,又

その内下極部に三 日月形になった腎孟像及び内側に異

常蛮曲した尿管像が認められる(第3図)経 腰的大

動脈レ線撮影法を行 うと,普 通の副腎腫などの時に認

められるPooling像 に相当するものは,腎 茎部に近

い部位に少しく認められるばか りで,腫 瘍部では血管

像に乏しく,腎 嚢腫を疑わ しめるものであった(第4

図)故 に穿刺術を行ってみたが液状内容は得 られな

かつた.

以上の所見から,右 実質性腎腫瘍と診断して,手 術

を施行した.

手術所見 ・7月29日 楠教援執刀にて,腰 髄酔の下で

右腎別除術を行った.右 第11肋 骨上を走る腰部斜切開

にて腎部に達した.腎 臓は小児頭大で,腹 膜及び結腸

肝蛮曲部と密に癒着してお り,又 静脈怒張が強くてそ

の剥離は困難であった.腎 門部の周囲,殊 に肝臓部と

の癒着部では腫瘍の一部を体内に残さざるを得なかつ

たが腎門部血管には腫瘍による血栓は見当 らなか っ

た.

易ll除標本所見:重 量790gm,大 きさ11×12×16cm,

表面は暗赤色で,被 膜に覆われた少数の凹凸のある腫

瘍で,硬 さは軟骨様硬度である.下 半部は稽 々軟 い

(第5図)割 面は副腎腫などとは全く趣ぎを異にし

て,淡 黄色を呈し,所 々に壊死巣を含む腫瘍組織で満

され,腎 実質は僅かに下極部に残存するのみ であ る

(第6図)組 織学的所見:腫 瘍組織は結合織性で多

彩性に富み,異 型性の強い紡錘形の細胞よりなり,核

分裂像もかなり多く見られる(第7図)

病理組織学的診断:紡 錘形細胞肉腫

術後経過:経 過は順調で,術 後25日 目に退院 した.

遠隔臓器えの転移は,胸 部,骨 盤部及び脊柱のレ線検

査では発見されなかった.し かし退院後ザルコマイシ

ンの投与を続行中であったが,約1ケ 月後,全 身倦怠

と黄疽を主訴として某病院を訪れ,治 療を受けたが,

腫瘍の再発の為次第に悪液質に陥 り,昭 和34年10月13

日死亡した.

第1表 本邦に於ける54の報告例
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…1年 代E令繭 醐 齢
1関 場i・9・51S31・1右1小 円形1野 血

・・桂 ・i19・ …1・'1左 巨細制 腫 瘤

・・福 島119・81・i・1右1線 釧 腫 瘤

・三 輪 「19・91・ ・1右 瞬 形1腫 瘤

・.藤 吉i・g・gl・1・1右1罐 形1癒 痛

・・赤 岩11914147・ 圃 肉 劇 腫 瘤

・・赤 岩 「191415161左1肉 副 腫 瘤

・依 川11923F・7i・1左1程 管周囲睡 瘤

・・小 原119271・ 同 左1大 円形1腫 瘤

1・・柏 原ll92s乳 児 一1-1幣 細胞;腫 瘤

11.井 尻119281・1・1-1肉 腫1言 己靴 し

・2・皆 見ll92sl421・1右i欝 糸田胞騨 擁

13.権 酬1929.・ ・1・ 固 脂 肪 瞬 な・

1・・松1坤93・1・ 坐 固 ・ 形1漿 瘤'血

15漂 山ll93・1… 「・1右[線 糸EI野 血

16.井19311・ ・31・ 圃 肉 酬 腫 瘤

17.島 田11931 1gl・ 固 線 副 言・靴 ・

18・玉 城ll931281・ 困 線 副 言・轍 ・

19.田

20.池 袋

21。 小 清 水

22.橋 本

23.桜 井 等

193-・.61・

193211・ ・la

l93211616

193・165)・

19341171・

左1肉 腫 ト腫 瘤
L
左1肉 馴 記轍 ・

左 肉 腫1記 載なし

左雛 形 疹痛

禰 御 壁
24.橋 本ll93431・1左 線 副 腫 瘤

25.塩 ・11934・1・ 固 円 形
腫 瘤,血

尿

考 按

26.野 方1,…1・6右[小 円形1腫 瘤

お も
27.晶 氷

28.近 藤

1935レ1・ ト 線 維1縣 瘤・疹

1933・ ・「一 癬 翌 ・腫

この肉腫の1例 を経 験 したのを機会 に,私 は

腎肉腫にっいて主 と して本邦 に於 ける報告 を纒

めてみた(第1表)即 ち1935年 西 が本邦例 に

ついて腎肉腫を集めた報告 を見 る と,34例 と な

29.長 谷等 1936回
一・ 謳 形1騙

30.玉 城 1936311s左1線 維 融 な・

31,石 川11936131固 左 線 糸筐1無 鷲

32.八 木 等

『
19魁21・1醐 錘形 疑 肇
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33・ 志 ・原 」19385・61左 糧合細胞1emtu退

34.若 菜1938636 右離 形 罵尿豚

35.高 橋 等 193gl4・1・ 左 線 維 血尿,痙
痛

36.高 橋i1939「 ・r61右1雛 腫 瘤

37.青 百11939・ ・1雌 合細胞腫 瘤

・8・平 井1・g4・135 釧 欝 腫瘤血尿
39.鈴 木 等 1941131・ 左i難 形+瀞 疹

… 野 村ll9・11・ ・61左1鞭 形 騙

・1・赤 坂19424gl・1左1雛 銃 ・腫

42.赤 坂ll94256S左 線 維 鶏熱 ・疹

・3・花 木[1949・6i・ 固 雛 チ彦1記 靴 ・

44・ 菅 劇19511・ ・6-i左1円 形 「腫 瘤

谷1195225・1右1線 維

(2)症 状 発現 より治療迄 の期間

腎肉腫 の悪性腫瘍 のうちで比較 酌臨床経過 の

長いのが一つの特 徴 で あ る.Weiseletal.

(1943)は,35例 の 肉腫 について,そ の う ち の

33例 の平均現病歴期 間が10ヵ 月,他 の2例 では、

10年 及 び14年 の 長い年月 を経過 したと発表 して

い る.最 近Lutzeyer(1959)が 報告 してい る

ところに よると,155例 の腎腫瘍 について,そ

の平均 現病歴期 間が,副 腎腫 の24週,癌 の2週

及び胚性混 合腫瘍の7週 に対 して,肉 腫は40週

で あ る.本 症例 も腹部 の腫瘤 に気が つ い て か

ら,約10年 を 経過 している.

本 邦に於 いてかかる長 い経過 をとつた例 は他.

に見 当らなかつた.

第2表 腎肉腫の頻度

45.関 腫瘤疹痛

46.増 田1953!・6・ 右 渥合細賑 痛

47・ti[名119541・ ・1・
.左 経 合 細 報 痛

報 告 劃 雛 年 馳 腎鶴 瞳1百脾

Lubarsch 1925 89・ 「122113・ ・

豚 痛,発右 リソバ

熱

Judd&Donald

48・ 金 樽1954i31[9

1932157。 ・・2。i…

・9・ 田 中等[1955「2291左IEItitN細 胞 腫 瘤

西

5つ.土 屋 等

11935 350

1955i・8・ 右 瞬 形 疹 痛

赤 坂119・3159

349.7

46.8

51・加欝119・6国 ・ 左1線 糸佳1血 尿

52・ 荒購119561616左
1線 維1疹 痛

53・ 濯 等1956i551・ 左 細 網 腫 瘤

… 勝 見195・[569左 罐 形[解 ・疹

・障.鰭 齢 痛 腫

Footetal. 1951 271 93.3

Luck6& ユ957

Schlumberger

Riches

Lutzeyer

55.伊 勢 等 工95750

磯 部

1958

1959

1959

1531

97

155

152)

553.5

11.0

1・1…

ll・ ・2

56・小野鴫1957固 ・ 左1澤合細胞陣 瘤

57.南 等195・ ・6・ 司 平瀞 艶 発

等19581・ ・6]左 1細織1腫 瘤

1)手 術例数を示す

2)阪 大泌尿器科教室に於ける1957年1月 より

1959年8月 までの手術例数

58.堀

・9・磯 部ll959[・4[・1右 …紡 錘形1 腫瘤,発
熱

っ てお り,こ の うち再検討を行い,そ れ に利の

集 め得た例 を加 え,59例 について次 の諸点を検

詞 した.

(1)頻 度

腎肉腫は悪性 腎腫瘍の うちで も比較的稀有 な

もので あることは第2表 の如 くで,阪 大 に於 い

ては工5例中1例,即 ち6.2 .96とな つてお り,犬

体諸家 の報告 と類似 してい る.

(3)年 令別

年令別頻度 では,私 の集 め得た本邦 に於 け る

59例 について見 る と,第3表 の如 く,1才 か ら

74才 にわたつてい る.こ の うち1才 から9才 迄

が,明 かな胚性混 合腫瘍 を除外 して も19例 と最

高を示 し,成 人では40才 及 び50才 代 に多い.欧

米 の報告では,Weiseletal.(1943)の60才

代,Judd&Donald(1932)の40才 代Milltz

(1937)及 びHartman(1948)の50才 代 にそ

れ ぞれ最高値 を示 して いる.本 邦例 に於 いて乳

幼児 に高率 を示 したのは,肉 腫が元来Nephro一
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第3表 年令別,男 女別及び組織像別分類

年 令 1-g

l1・-192・-293・ 一 ・94・ 一 ・95・-5gi・ ・-69レ ・一

合 計

例 数 19 4 4 7 ・・ 「 ・ 5 1 9gm

男 女 別

(不明2を 含
まず)

男 111・}
月 ・ ・1・ ・1-i・ ・

女 ・i・1・ ・1・ 3
一1・

24

線 維 肉 腫

円 形 細胞 肉腫

組. 混 合 細胞 肉腫

織

像

巨 態 細胞 肉腫

血管周囲性筋肉腫

淋 巴 肉 腫

滑 平 筋 肉 腫

脂 肪 肉 腫

細 網 肉 腫

線維肉腫+副 腎腫

線維肉腫+結 核

肉 腫

線維肉腫+プ リン
グル氏病

7

5

2

1

4

2

1

1

3

1

2

1

1

4

2

1

11

1.一

一 丁

1

1

1

1

4

1

1

1

1

4 1　
引
11

一1
1

1

1

引
1

刊

27

7

8

1

1

1

1

1

2

1

1

7

1

blastomaや.未 分化 な腺癌 と混同 されて来 た

からであると想像 され る.成 人については欧米

の報告 と同傾向を示 し て い る.本 症例 の如 く

74才 の高令者 にみ られた腎肉腫は,極 めて稀 な

場合 と云え る.

(4)lt生 男ll

第3表 の如 く,男 子33例,女 子24例,不 明2

例 で梢 々男子 に多 く諸家 の報告 と一致 している

が,Frehling&Lev(1956)が 文 献上の平滑筋

肉腫25例 について調ぺた ところに よると,男 女

の比は1:3で 女 に多 いと云 う成績を得ている.

(5)'罹 宙、{則男1」

第1表 の如 く,右 側27例,左 側27例,不 明5

例 と殆 ん ど差 はない.又 両 側に発生 した ものが

1例 であつ た.

(6)臨 床 症状

第1表 の如 く,血 尿を来 した もの12例,腫 瘤

形成を訴えて来 たもの32例,疹 痛21例,発 熱7

例 等が特異 な症状 であるが,血 尿 のみを訴えた

ものは僅 か1例 に過 ぎず,こ の点で肉腫は副腎

腫 と異 な り,Wilms'tumorと 同 じ傾向を有

してい る.本 症例 で も肉眼的血尿には一度 も気

がついていない.

(7)診 断

症状が診断 の助け となる事 は勿論であるが,

私 は本症例 に経腰的大動 脈 レ線撮影法を行 い,

副 腎腫 とは異 なる彩像を得た.即 ち副腎腫 にお

いては腫瘍部に造影剤 の潴留 が見 られ る為 に,

そ の部 にPooling等 と称せ られ る陰影 を得 る

ものであるが,本 例 では この様 な陰影を認 める

事 が出来ず,こ の点腎嚢腫 と非常 に類似 してい

る.僅 か1例 の経験 で,こ れを決定的 な所見 と

して採 り上げ る事 は差控 えるが,症 状及び組織

学的所見か ら,副 腎腫 とは反対に血量 に乏 しい

結果,こ の様な像 が得られた とすれば,興 味あ

るものと考 える.

(8)組 織 像

Lubarsch(1925)は 肉腫 をその組織学 的所

見 から次の3つ,即 ち円形細胞 肉腫,紡 錘形細

胞肉腫及 び混合性細胞肉腫 に分類 し・彼 の集 め
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た76例 の腎 肉腫 のうち,33例(42%)が 紡 錘形

細 胞肉腫 であつた と発表 している如 く,紡 錘形

細胞 肉腫がその代表であ る.最 近 では,Culp

andHartman(1948)の 分類 に従つて,線 維

肉腫,滑 平筋肉腫,横 絞筋 肉腫,脂 肪肉腫,淋

巴肉腫,骨 造性 肉腫及 び組織的 に区別出来 ない

肉腫等 に分けるのが一般的 となつてい る.一 般

に発生原因は不明 であるが,Zollinger(1949)

が 発 表 しているThorotrast使 用 後16年 目に

発生 した紡錘形細 胞肉腫 の如 く,原 因の明確 な

ものが例 外的にあ る.Weiseleta1.(1943)

は,39例 中29例(74%)の 線 維 肉腫を発表 して

いるが,Ruff(1953)は そ の1例 を報告 す ると

共 に,60例 の 確実な る報告例 を発表 してい る.

滑 平筋 肉腫はLazarusandFriedmann(19

54)に っ ついてFrehlingandLev(1956)に

よる文献上の25例 につ いの報告 が あ る.ま た

HigbeealldAtkins(1954)の 症 例 は,重 複

腎孟腎 に発生 したものであ り,Kerr(1954)の

ものは腎臓 と共に胃にも肉腫 の発生 した症例 で

あ る.横 絞筋肉腫は少な く,元 来 これはNep-

hro-blastomaの 一 部 として考 え られ ている.

脂 肪 肉腫は,現 在 までOrtizetetal.の2

例 をは じめ20数 例 の報告が あるが,最 近Will-

iamsandSavageも そ の1例 を 述 べ て い

る.た まFishandMcLaughlin(1946)は,

結 節性硬化症を併発 した1例(文 献 の7例 目)

を発表 してい る.腎 臓 に原発 した淋 巴肉腫 につ

いては,Gibson(1948),DavisandOlivetti

(1951),stigi(1957)な どの報告 が あ る が,

WentzellandBerkheiser(1958)はMali-

gnantlymphomatosisの 一 つ として,ポ ジ

キ ン氏病や 白血病 に より二次的 に発見 され る場

合 が多いと云つてい る.骨 造性 肉腫は非 常に ま

れ で,HamerandWishardが1948年 に,又

Hudson(1956)は 文 獣上 の5例 を報告 してい

るに過 ぎない,細 網肉腫症 が腎臓 に発生す るこ

とは稀 な ことと され ていたが,最 近 ではBra-

ndis(1956),Stearnseta1.(1959)な どが

相次 いでその経験を報 告 している.本 邦 では欧

米 の報告 に比較 して組 織的検索 が不 充 分 で あ

り,唯 肉腫 とのみ記誠 された ものが多い.即 ち

第3表 に縄めた59例 の うち,線 維 肉腫(紡 錘

形細胞肉腫を含む)27例,円 形 細胞 肉腫7例,

混 合細胞肉腫8例,巨 細胞 肉腫1例,血 管周囲

性筋肉腫1例,淋E肉 腫1例,滑 平 筋 肉 腫1

例,細 網 肉腫2例,脂 肪 肉腫1例,肉 腫 とのみ

記載 され た もの7例,線 維 肉腫 と副腎腫 との合

併 した もの1例,線 維肉腫 と結核 の合併 した も

の1例,プ リングル氏病 を合 併 した両側性の線

維 肉腫1例 となつてお り,そ の他の ものの報告

はない.

(8)治 療 及 び予後

出来 るだけ早期 に発見 し,腎 別除術を行 うの

が一般的 な考 えで あるが,予 後に関 しては術後

の放射線療法 の併用に も拘 らず不 良で,Priest-

Iey(1939)は 腎別 除術 を行つた23例 につ き,

3年 以上生存 率は17%,5年 以 上生存率 は9

%,10年 以 上 とな ると僅か に6%で あり,こ れ

は腎副腫 の3年 以上生存 率47.7%,Wilms'

tumorの23.3%と 比 較 して,最 も悪性度 が高

いと云 える.Weiseleta1.(1943)は,手 術

後6ヵ 月以内 に殆ん どの症例 が腫瘍 の再 発を見

ると云つ ている.彼 の統計では,5年 以上生存

率 は10.o/.を示 している.本 症例 に於 いて も,術

後一時的 に軽快 したが,2ヵ 月後に再び某病 院

を訪れ,約3ヵ 月後 に死亡 した.

結 語

(1)74才 女 子 に見 られた腎肉腫の1例 を報告

し,本 邦 に於 ける59例 の腎 肉腫 につ いて,文 献

的考察 を加 えた.

(2)本 症 例では,74才 と云 う高令者 に見 ら

れた点,そ の臨床経過 の10年 と云 う長期間にわ

たつ た点,及 び本症 の診断 に経腰的大動脈 レ線

撮影 法を行い得 た点等 に興味が ある と考 える.

(稿を終るに当り,恩 師楠教授の御指導,御 校閲に

心から感謝致します)
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第1図 腎部単純 レ線像

第3図 逆行性腎孟レ線像兼後腹膜気体レ線像

第2図 排泄性腎疹 レ線像

左は正常であるが,右 腎臓像は腸骨

上で脊椎の右側に,横 に走る線状像

として認められる(一 →印)
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第4図 経腰部大動脈 レ線像



磯部一腎肉腫の1例 469

ピダ

箋

ノ職駕

"'`
・igeq・・
XL轟4ソ

第5図 捌除標本の外観

`

第6図 別除標本の割面

、

,¢.%読 噛

、∴ 遥

∵

∫犀 躯,・ ～ ・ ㌦ μ

A噺
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